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環 境 学 習 に お け る 意 志 決 定 の 道 具 と し て の ト ウ ー ル ミ ン モ デ ル
An Examination of the Toulmin Model as the Tool for Decision Making












































































































































事　　　　　　　　　　　　 実 理　　　　　　　　　　　　　 由
・今 やめると，中国 の人 口がもっと増えて食料不足や環境 の悪
化 などいろ いろ な問題が出てくる。
・続 けない と食料不足や就職， 教育， 交通等 の問題か ら逃 れら
れなくなる。
・続 けないと，人 口の増加で森林が減少し，砂漠化か進 む。
人 口の増 加で環境が侵されること は， もはや中国 だけの問題
で はなく， 地球全体の問題になるだろう。
・続 けないと今より もっと困るから
・一人一人 がよい生 活を送ることが大切だか ら
・ 食料 をまかなえて今以 上の豊かな生活がで きるから
・国 が養え ないということ は，近代化 の妨げ になるから
Ａ 組のトゥ ール ミンモデル（中止 すべき派）
事　　　　　　　　　　　 実 理　　　　　　　　　　　 由
・政策を続けるこ とによ って無戸籍 のこどもが増え る。
・無戸籍人口 の増大 によ って， 不幸 な中国人 が増えている。
・罰金を払 い切 れなくて 逃げ出寸人がいる。
・ 自然が荒れるということは単 に中国だけ の問題で はな くもっ
と大きな問題になる。
・そうい う子供が増え るのはかわいそうだから
・中国人民 にとって， 不幸 な人が増えるのはよくないことであ
る。
・ そもそ も， 子供が一 人で ないと罰金を払わなけない とい けな
いというのがおかしい。 たくさんの子ど もを育てて こそ，母
親の生 き甲 斐もある。
・ 中国 だけがんばっても他 の国が中国 みたい にな ったら意味 は
ない。
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Ｂ組 のト ゥールミンモデル（ 継続すべき派）
事　　　　　　　　　　 実 理　　　　　　　　 由 留　　　　 保　　　　 条　　　　 件
・人口が増え ると，食料， 住宅， 賃金が減り，
ゴ ミなどが増えて 自然が壊 れるだろ う。











・子供が減 って，老人 ばかりになって生活で き
な くな らない限 り
・暴動で もお こらない限り
・中国 の人口が急 に減 少したり， 食料がまかな
え るよ うにならない限り
・無戸籍人口が これ以上 増え ない限り
・人口が減 らない 限り
Ｂ 組のト ゥール ミンモデ ル（中止 すべき派）
事　　　　　　　　　　 実 理　　　　　　 由 留　　　　 保　　　　 条　　　　 件
・高 齢化社 会へ進んでいる。
・定年 退職 した老 人に対 して， 年金を はじめと
した費 用が負 担し切れない。
・ このままで は急 激な高齢化に対応で きないだ
ろ う。
・無戸籍 の子 供の教育 は不十 分である。
・戸籍を持 ってい る子 と持 って いない子に対 す










・人口が増えす ぎて， 住 むと ころ が な くな









































































































































































































































































Ｄ ：マレーシアは木材を輸出 の中心としている。木材は重要な収入 源
であるO






Ｒ：熱帯林の伐採が進 みすぎて木が少 なくな ったせいで， 全世界の宍 居 難 二 言
ｃ：マハティ ール首相 の意見を支持しない。
＜ｂ→ａパターンの例＞
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